










研究目的

　現在わが国では家族計画が広く普及し,子どもを少なく生んで丈夫に育てる

というパターンが国民生活の中に定着してきた。この傾向が今後も末長く続く

ことは疑いないから,それに伴って遺伝病の早期診断と早期治療に対する国民

のニードも,これからますます高まることが予想される。本研究の目的は,こう

した傾向が子孫の世代の遺伝的荷重にどのような影響を及ぼすかを検討するこ

とにある。


